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（１） 基本的な視点

公共施設マネジメントとは
老朽化をはじめとする、公共施設等が抱える様々な課題に対応し、公

共施設等の機能が効果的に発揮されるよう、施設の長寿命化や施設

総量の適正化などを進めるのが、「公共施設マネジメント」です。

公共施設マネジメントは、次の３つの視点と６つの基本方針等に基づ

き取り組みます。

方針1　　安全性の確保

方針2　　施設総量の適正化

方針3　　長寿命化の推進

方針4　　コスト縮減の推進

方針5　　民間活力の活用

方針6　　市民参画の推進

（２） 基本方針
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　公共施設等は、市民生活を支える市民共有の財産であり、
そのあり方はこれからのまちづくりにも大きな影響を与え
るものです。
　帯広市を将来にわたって暮らしやすいまちにするため、
公共施設等の現状や課題について、一人ひとりが問題意
識を持ち、未来につなげる公共施設のあり方を一緒に考
えていきましょう。

計画の推進


